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＇ 歯科衛生士業務の効率化を目指して
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【要旨】

歯科・ロ腔外科は立成29年10月より常勤歯科医師

が増員され、 常勤歯科医師5名、 歯科研修医1名、 歯

科衛生士 7名で診療を行っている。 平成29年度後半

になり初診患者数の増加と歯科医師の増員に伴う再診

患者数が増加し、 外来診療業務も増加した。 さらに、

消化器外科へ周術期口腔機能管理の案内をしたことで、

依頼件数も増加してきている。 歯科衛生士の業務は外

来での診療補助、 外来及び入院患者の口腔機能管理、

器具器材の管理や受付業務のサポー トまで様々である。

今回は限られた時間の中で効率的に歯科衛生士業務が

できる環境作り、システム作りを考えたので報告する。

※口腔機能管理とは抜歯や義歯調整などの歯科治療、

口腔清掃、 口腔の評価、 患者・家族・医療従事者への

教育を含めたことである。
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【目的】

歯科衛生士の業務は診療補助と口腔機能管理（口腔

清掃、 口腔の評価、 教育）が主である。 常勤歯科医師

の増員に伴い外来患者数が増加してきており、 診療補

助に従事する時間が多くなっている。 しかしながら周

術期口腔機能管理依頼、 病棟からの口腔機能管理依頼

など歯科衛生士が主｛本となる業務も増加している。

今回の取り組みは歯科衛生士業務の効率化を図り、

更なる口腔機能管理の増加に対応できる環境作り、 シ

ステム作りを目的としている。

【当科の現状】

1. 初診患者数は2016年10月、11月の2ヶ月間で

811名、 歯科医師増員後の2017年10月、11月の2

ヶ月間では928名と117名の初診患者数の増加がみ

られた。（図1)

2. 再診患者数は2016年10月、11月の2ヶ月間で

2140名、 歯科医師増員後の2017年10月、11月の

2ヶ月間では2713名と573名の再診患者数の増加

がみられた。（図2)
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図2 2016年10月、11月と2017年10月、11

月の再診患者数比較

3. 周術期口腔機能管理の初回介入人数は2016年

10月、11月の2ヶ月間で13名、 消化器外科医師へ

周術期口腔機能管理の案内後の2017年10月、11

月の2ヶ月間では85名と72名の増加がみられた。

（図3)

-7-



加古川市民病院機構学術誌 第7号 2018年

90 

80 

70 

60 

so 

�o 

30 

20 

10 

1周術期口腔機能管理初回人数j

2016年 2017年

111片

I 10月

図3 2016年10月、 11月と2017年10月、 11月の

周術期口腔機能管理 初回人数比較

4. 固術期口腔機能管理を含め、 口腔外科手術前や

病棟往診での患者に行う口腔機能管理の総件数の比

較は2016年10月、11月の2ヶ月間で385件、2017

年10月、 11月の2ヶ月間では601件と216件の増

加がみられた。（図4)
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5．周術期口腔機能管理初回診察の流れと患者1人当

たりに要する時開を示す。（図5)

初回診察で歯科疾師の診察を行い、 抜歯などの処置が

必要であれば行う。 その後歯科衛生上による口腔機能

管理を行う流れである。 固術期口腔機能管理2回目以

降は患者の口腔内の清掃状態により介入間隔や回数を

決定する。 診察後は患者に渡す指導用紙や計画書を作

成する。 周術期口腔機能管理の初回診察では患者1人

当たりに診察時間とカルテ入力時間を合わせて約 1 時

間を要す。
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図5 周術期口腔機能管理初回の流れと一人当たりに

要する時間

6. 手術日である木曜日以外は、 すべての診療台を

歯科医師が診察で使用している。（図6)
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図6 口腔外科診察室の見取り図と診療担当表

【取り組み内容】

1)外来で行う口腔機能管理の時間の捻出

こ

手術日である木曜日以外は、 すべての診療台を歯科

医師が診察・治療で使用しており、 歯科衛生土が自由

に使用できる診療台がない。 そこで初 診患者が検査等

で診察できない時間を利用し、 歯科衛生士優先予約粋

を設けた。 入院前の患者に口腔機能管理を行うことも

できる予約枠として運用している。 また、 午前診察終

了から午後診察開始までの外来休診時間を利用し、 ロ

腔機能管理を行う時間を捻出している。

2)病棟往診への口腔機能管理の時間の捻出

歯科衛生土はそれぞれ担当制で病棟患者の口腔機能

管理を行っている。 多いときは 1 日で歯科衛生土 1 名
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当たり3~4名の病棟患者に往診で日腔機能管理を行
うこともある。 診療柚助担当でないフリ ーの歯科衛牛
士1名が担当患者の口腔機能管理を終えた後に、 各診
療補助担翌の歯科衛生士と交代し各自の担当患者のロ
腔機能管鯉ができるようにしている。

3) 再診予約取得時のコメント欄の修止
診療補助の際、当日までに担当予約患者の診療内容

の確認を行っている。 再診予約取得時のコメント襴が
反映されている予約患者一覧を印刷し、 そこへ治療部
位や治療内容、 検査や今後の予定を書き込み、 確認を
している。 その確認時間を少しでもスム ー ズにするた
めに、 歯科医師が再診予約を取得する際にコメントの
入力する欄を病名や次回の治療内容を演択できるよう
にコメントの修正、 ンイアウトの見直しを行った。

4) 必要書類の修正とパンフレットの作成
周術期口腔機能管理の初回診察では、 歯科医師の診

察、 処岡、 歯科衛生士による1-1腔機能管理と診療に時
間を要する。 診療後には患者に渡す計画書や指導用紙
の作成が必要となり、 診療後のカルテ記載にも時間を
要す。 そこで、 計画書や歯科医院へ送る診療情報提供
蓄など入力しやすいテンプレートの作成や既件の文書
の修正を行った。 また他の口腔機能管理時でも使用で
きるように、 日腔磯能管理を受ける患者向けの問診票
（図7)（図8)、口腔泊掃で使用する用具の説明、指導
内容を記載したパンフレット（図9)、歯科関連で注意
が必要な疾患について、 それぞれの内容を記載した圭
導用紙の作成を行った。（図10)
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図10 疾患別の説明用紙

【結果】

1)の結果、歯科衛生士が優先して使用できる予約枠

を設けたことにより、 入院前の患者に口腔機能管理を

行うことができるようになり、 入院後の患者のスケジ

ュ ールにとらわれずにスムー ズにできるようになった。

しかし、 口腔機能管理施行後すぐに診療担当医師の診

察が開始され、 治療準備や診療補助を優先することに

なるため、 その場でカルテ入力や指導用紙を作成する

ことができず、 業務が後回しになってしまう。

2)の結果、可能な範囲でスムー ズに行うことができ

ている。

3)の結果、診察前日に確認しておかないといけない

内容が多く、 コ メント欄の修正のみでは確認の時間短

縮ができたとは言えない。 しかしながら、 コ メント欄

を見るとある程度の内容が理解できるため助かるとい

う意見があった。

4)の結果、計画響や指導用紙を修正したことで入力

にかかる時間が短縮できた。 また、 清掃指導用のパン

フレットを作成したことで、 チェアサイドでの説明も

わかりやすく簡潔にでき、 その結果チェアタイムも短

縮することができた。 疾患別の説明用紙を作成したこ

とで、 口頭ではなかなか伝えきれなかった内容を理解

してもらいやすくなり、 また 他施設へ受診の際にはパ

ンフレットを持参し病状を伝えますという患者の意見

があった。

【考察】

歯科衛生士が主体となり行う口腔機能管理について

の取り組みは、 以前よりもスムー ズに行えるようにな

っている。 中でも必要書類の修正とパンフレットの作

成を行ったことでチェアタイムの短縮と、 患者への説

明が容易かつ的確にできるようになった。

また患者が理解しやすくなり、 満足度の向上につな

がったと考えられた。 しかし、 必然的に歯科医師の診

療が優先される環境にあり、 歯科衛生士は急いて業務

をおこなう状態である。 医療安全の面からも余裕のあ

る環境下で菓務ができるように、 更なる改善策が必要

と考えられた。

【今後の課題】

歯科衛生士業務の中で診療補助の比重が大きく、 歯

科衛生士が主体でする口腔機能管理を行う時間の捻出

が難しい状態である。 診療台の不足などハ ード面での

課題もあるが、 歯科医師の協力も得ながらもう少し効

率的に業務ができるように診療体制を考えていくこと

が必要である。 またパンフレット作成では小児向けや

他の疾患、他の治療向けの内容も充実させていきたい。

【結論】

今回の取り組みを行ったことで、 歯科衛生士全員が

スムー ズに業務を行っていけるように意識することが

でき、 話し合いの場を設けたり、 運用を考える良い機

会となった。 またパンフレット作成時には改めて疾患

について学ぶことができた。 今後も歯科衛生士として

求められる役割がしつかりと担えるように病院へ貢献

していきたい。
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